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お わ り に
ⅠⅠⅠ 東北振興会の開発構想
1 ｢東北振興に関する意見書｣
前章で考察した渋沢 .益田の東北開発論の影響 も受けなが ら,東北振興会で
は 『基誕調査』l)を行なった上で,具体的政策構想 として ｢意見書｣ヱ)がま とめ


















ムルモ馬鈴薯-此ノ中二合有セザルナ リ｣ という認識から,東北の ｢好適農産




































と高橋 との間で合意が出来てお り6㌔ 翌年の11月初めには原が東北振興会役員













6) 『原敬日記』罪3巻,337頁に,｢高橋蔵相来訪 彼は ･･東北振興に付ては大会社を起して
其事業を進むるを可とすとて熱Mこ賛成せり｣ (中略.岡田)とある(






























































が現実味をもって登場 してくるのは,米騒動の余韻さめやらぬ1919 (大止 8)
年 1月のことである11)O渋沢栄一は,時の首相原敬を1月6Elに訪ね, ｢東北
振興二関スル拓殖会社設立ノ事｣について相談 し,その後 1月半ばまで東北振
興会内部で会社構想を練 り上げていく｡しかし, 1月23日に ｢国産奨励会｣の
武居守正が渋沢を訪ね,彼等の側にも開墾会社設立構想があることを告げ,両
会社葉の合同を前提に,2月いっぱい原敬を交えて三者協議を継続するに至るO











補給金の二重取 りによって), 節_に,開墾助成法案は単に ｢食糧危 機｣を解
決するためだけではなく,自作農創設による地主 ･小作関係の安定を図る ｢社
会政策｣的意義をあわせてもっており,その意味で政府原案の ｢50町歩以上集























さらに,東北振興 という点から見ても,この会社の 開墾地 は, 丸亀 ･浜名
湖 ･北海道 日高 ･福岡県行橋 ･印播沼であF),東北oL)開墾地は皆無であった19'
ことからわかるように,当初の ｢東北拓殖会社構想｣から大 きくかけ離れた経
























1914年 1月 ｢東北九州災害救済会｣ (総裁-松方正義,副総裁-渋沢栄一 ･大
岡育造)を設立 し,主に義損金募集の活動を行なった 21㌔
救済事業 と並行して,会創立当初においては,先述のような ｢東北振興基礎



































80 (80) 第132着 第112号
宮城29名,岩手36名,青森38名,山形34名,秋田27名というように, 東北 の













































を示 している｡ この表では,同一人物で もい くつかの職業を兼ねている者は各
各一人 として数えているので,総計数は実際の会員数 (191人) よりも大きく
なるが,会員の利害基盤を探るにはむ しろ便利であろう｡ これによると銀/rJl某
が全会員数の3分の1近 くを占め,次いで農業 ･商業 ･製造業 ･醸造業 ･地主
の旧 となっているはか,各級議員が30人 入1ているO地主の数は大変少なくな
っているが,会員名簿を大正13年 ｢五十町歩以上地主名簿｣25)と照会 して い く
25) 農林省農務局 ｢五十町歩以上の大地主 (名滞)｣1924年 (『目未盛装発達史』第7巻,所収)i,
























































お わ り に

















31) 『同上菩』, ｢自序 (視野源吾記)｣,13貢.
32) 第二次東北振興会については, 『東北振興史J]中巻 (1939年)及(A+下巻 (1940年)容 顔 ｡
33) 『東北振興史』.中巻,3貢0
34) 『同上雷』.｢自序｣,2瓦⊃




























日本帝国主義形成期における東北開発構想 (下) (87) 87
ブルジョアジーの東北への関わ り方 もまた, これによって変遷をとげたといえ
る｡
(付記) 本稿作成にあたって元内閣東北局書記官渡辺男次郎氏の御遺族及び東北開発株
式会社所蔵の貴重な資料を利用させて頂いたO記して謝意を表したいD
(1982年8月脱稿,11月補筆)
